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【介護老人保健施設の理念と役割】 

 介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上を目指し総合的に援助します。また、家族や

地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。 

１．包括的ケアサービス施設 

 利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。そのため、利用者に応じた目標と支援計画

を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。 

２．リハビリテーション施設 

 体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、集中的な維持期リハビリテーションを行

います。 

３．在宅復帰施設 

 脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。 

４．在宅生活支援施設 

 自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを提供すると共に、他サ

ービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。 

５．地域に根ざした施設 

 家族や地域住民と交流し情報提供を行い、様々なケアの相談に対応します。市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと

連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。 

 

部長(看護) 佐藤 乙女 

 今年も残りわずかとなりましたが、皆様い

かがお過ごしでしょうか。寒さは少しずつ厳

しくなり、インフルエンザや胃腸炎が流行し

てくる季節となりました。手洗いやうがいの

励行、そして休息と栄養をしっかりととるこ

とで体調の管理に努めたい今日この頃です。 

 来年は子年。気は早いですが、ご家族や地

域の皆様と、来年も一年間を良い年であった

と振り返ることができるよう、職員一同頑張

りたいと思います。 

 今年一年、皆様のご協力に感謝申し上げま

すと共に、新年が良い年でありますように祈

念いたします。 

良いお年をお迎えください。

 
１階 主任(リハビリ) 佐々木 衣織 

 令和元年も残すところあと１ヶ月を切りま

した。今年は「しょうわ」においても、利用

者皆様との会話で新元号や新天皇即位につい

ての話題が多くあがり、新しい時代を感じる

１年となりました。 

 私が担当する通所リハビリテーションでは、

今年もご家族や他部門の職員と連携を取りな 

がら、リハビリを含めた各種活動の充実化を

図ってまいりました。今年は新規のご利用者

が前年度よりも増え、皆様と毎日笑顔で過ご

せたことに感謝しております。来年も利用さ

れる皆様が、より元気になっていただけるよ

う、サービスの向上に努めていきたいと思い

ます。 

 

２階 主任(介護) 高橋 陵子 

 師走に入り、今年も残りわずかとなりまし

た。朝夕の冷え込みが一段と厳しく感じる今

日この頃、皆様如何お過ごしでしょうか。 

この一年を振り返ると、利用者の皆様には

快適な療養生活を送っていただけたのだろう

かと考えさせられます。利用者の方々が何を

求めているのか、職員一人一人が考え行動す

ることで、今年も利用者の皆様には様々な表

情を見せていただく事が出

来ました。 

 来年も利用者皆様に笑顔

をより多く見せていただけ

るよう、個々に寄り添った

ケアを目指し、職員一同協

力していきたいと思います。 
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３階 主任(介護) 小池 紀夫 

  肌寒さを強く感じるようになり、令和元

年も残すところ一か月を切りました。利用者

の皆様とホールの窓から眺める鳥海山は、真

っ白に衣替えしてきました。 

この一年を振り返ると様々な出来事が思い

出され、利用者皆様と一緒に行事やレクリエ

ーションなどの写真を見ては思い出話に花が

咲いています。 

 くる年もスタッフ一同、利用者の皆様一人

ひとりとのコミュニケーションを大切に考え、

安全・安心を第一に楽しい療養生活が送るこ

とのできるよう支援していきたいと思ってお

ります。 

 どうぞ、よいお年をお迎えください。 

 
11月 9日(土)に｢文化祭～家族・地域交流会

～｣を開催しました。ご家族、地域の皆様には

多数ご参加いただき、ありがとうございまし

た 

チャリティーバザーで品物を提供していた

だいたご家族の皆様、ご協力いただいた皆様

に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 
相談室 佐々木 智広 

 「しょうわ」では在宅復帰施設として、利

用者の皆様に安心した療養生活を送っていた

だけるよう、ご家族の皆様に外出や外泊、面

会をお願いしております。 

年末年始は、是非ご家族の皆様も利用者の

方々と一緒に過ごされる時間を持たれてみて

は如何でしょうか。外出や外泊を希望される

場合は日程が決まりましたら、お手数ですが

事前にご連絡くださいますようお願い致しま

す。なお面会時、飲食物等の差し入れは衛生・

栄養管理上、引き続きお断りしております。

ご協力よろしくお願い致します。 

【お知らせ】 

当施設では感染症予防のため、体温が 37度

5分以上ある方、腹痛や下痢症状のある方、体

調不良や風邪症状のある方には面会の自粛を

お願いしております。また未就学や小学生の

お子様の面会もご遠慮いただいております。 

尚、今後インフルエンザ等感染症の流行に

伴い、面会を制限させていただくことがあり

ます。利用者皆様の体調や近況については、

各階の職員へお尋ね下さい。皆様のご理解と

ご協力をお願い致します。 

(お問い合せ TEL.0184-23-7100） 

 

来年も 

よろしくお願いします  


